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東
京
都
市
町
村
社
会
教
育
委

員
連
絡
協
議
会
第
５
ブ
ロ
ッ
ク

の
研
修
会
を
平
成

年

月

21

10

17

日
（
土
）
エ
コ
ル
マ
６
階
展
示
・

多
目
的
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

第
５
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
武
蔵
野

市
、
三
鷹
市
、
府
中
市
、
調
布

市
、
小
金
井
市
、
狛
江
市
の
６

市
で
構
成
し
て
お
り
、
今
年
度
、

狛
江
市
は
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
の
幹

事
市
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
、
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を

企
画
す
る
に
当
た
り
、
第
１
回

企
画
会
議
に
お
い
て
、
６
市
、

６
年
間
の
成
果
を
振
り
返
り
、

第
５
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
共
通
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
つ
く
ろ
う
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
府
中
市
の
芝
会
長
か
ら

「
学
び
返
し
」
と
い
う
言
葉
を

府
中
市
の
み
な
ら
ず
他
市
に
も

広
め
て
い
き
た
い
と
い
う
積
極

的
な
ご
意
見
を
頂
き
、
三
鷹
市

の
岡
村
議
長
に
は
世
代
論
が
ご

専
門
な
の
で
、
今
回
の
テ
ー
マ

で
あ
る
世
代
交
流
の
論
点
分
析
、

整
理
を
お
願
い
し
、
狛
江
市
は
、

問
題
提
起
と
事
例
紹
介
を
担
当

す
る
こ
と
で
、
共
同
で
研
修
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

研
修
の
要
点

論
点
分
析
・
整
理

【
世
代
間
交
流
と
地
域
づ
く

り
】

○
岡
村
清
子
さ
ん
（
三
鷹
市
社

会
教
育
委
員
会
議
議
長
）

企
画
の
意
図

ご
専
門
の

「
異
世
代
交
流
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
論
点
分
析
と
整
理
を
お
願

い
す
る
。

・
戦
後
日
本
社
会
の
大
変
動
の

中
で
、
世
代
間
交
流
は
「
子
ど

も
た
ち
の
養
育
環
境
の
変
化
」

「
高
齢
者
世
代
の
自
立
と
孤

立
」「
現
役
世
代
の
雇
用
不
安
や

経
済
不
安
」
な
ど
、
各
世
代
の

抱
え
る
問
題
解
決
の
切
り
口
の

一
つ
で
あ
る
。

・
世
代
間
交
流
は
高
齢
者
の
生

き
が
い
対
策
と
し
て
始
ま
り
、

対
象
は
子
ど
も
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
幅
広
く
展
開
さ
れ
た
。

・
学
校
教
育
に
お
け
る
世
代
間

交
流
は
、「
開
か
れ
た
学
校
」
づ

く
り
に
始
ま
り
、
三
鷹
市
の

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

等
学
社
融
合
を
実
現
し
た
例
が

あ
る
。

・
地
域
社
会
に
お
け
る
世
代
間

交
流
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
に
不
可
欠
な
「
三
間
」（
さ

ん
ま
）
で
あ
る
①
空
間
（
空
地

や
縁
側
）
②
豊
か
な
時
間
（
暇

な
時
間
や
生
活
リ
ズ
ム
）
③
仲

間
関
係
（
異
年
齢
集
団
や
多
様

な
人
間
関
係
）
を
創
造
す
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

・
世
代
間
交
流
の
成
果
は
、「
子

ど
も
の
健
全
育
成
」「
高
齢
者
の

健
康
の
維
持
・
増
進
」「
高
齢
者

の
い
き
が
い
づ
く
り
と
社
会
参

加
」「
年
齢
差
別
の
解
消
」「
知

識
・
技
能
の
伝
承
」「
他
世
代
交

流
に
よ
る
地
域
お
こ
し
」「
地
域

の
担
い
手
の
育
成
」
等
に
お
い

て
期
待
さ
れ
る
。

問
題
提
起
そ
の
一

【
日
独
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
通

じ
て
】

○
高
橋
範
子
さ
ん
（
狛
江
市
社

会
教
育
委
員
）

企
画
の
意
図

ド
イ
ツ
在
住

年
。
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
に

38関
わ
っ
て
来
ら
れ
た
経
験
か
ら
、

日
独
比
較
を
お
願
い
す
る
。

・
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

モ
デ
ル
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
民
間

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
９
万
団
体

以
上
あ
る
。

・
そ
の
中
で
、
ド
イ
ツ
ス
ポ
ー

ツ
ユ
ー
ゲ
ン
ト
は
青
少
年
育
成

活
動
を
行
う
民
間
団
体
で
、
子

供
の
全
人
的
教
育
を
託
さ
れ
て

活
動
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、

子
ど
も
の
教
育
を
す
べ
て
学
校

が
や
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
民
間

で
の
青
少
年
活
動
は
成
り
立
た

な
い
。
教
育
の
分
担
を
見
直
す

べ
き
だ
と
思
う
。

・
ス
ポ
ー
ツ
ユ
ー
ゲ
ン
ト
の
運

営
・
指
導
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

行
う
。
伝
統
的
な
「
補
完
の
法

則
」
に
よ
り
、
行
政
が
関
わ
る

の
は
民
間
の
行
わ
な
い
部
分
の

み
で
あ
る
。

・
ド
イ
ツ
で
は
青
少
年
の
保
護
・

育
成
の
た
め
の
法
律
は
あ
る
が
、

大
人
の
た
め
の
社
会
教
育
の
法

律
は
な
い
。
大
人
は
仕
事
が
終

わ
る
と
地
域
に
帰
り
、
自
分
の

「
生
」
のQ

u
a
lity

を
自
ら
入

手
し
て
い
る
。

・
ド
イ
ツ
の
青
少
年
活
動
の
組

織
・
運
営
に
は
若
者
が
必
ず
参

加
し
て
い
る
。
日
本
の
社
会
教

育
の
現
場
で
も
、
世
代
を
超
え

た
運
営
・
組
織
・
活
動
を
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
お
互
い
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

本
当
は
な
い
溝
を
「
な
い
」
と

認
め
る
た
め
に
。

問
題
提
起
そ
の
二

【
現
役
世
代
か
ら
の
視
点
】

○
善
養
寺
大
作
さ
ん
（
狛
江
市

社
会
教
育
委
員
）

企
画
の
意
図

社
会
教
育
の

場
面
に
顔
の
見
え
な
い
ミ
ド
ル

世
代
の
本
音
を
聞
く
。

・
子
育
て
世
代
で
は
、
育
児
分

担
を
夫
が
す
る
の
は
当
た
り
前

で
あ
る
。

・
子
ど
も
が
大
き
く
な
る
と
、

家
族
は
同
居
人
に
な
る
。
食
事

は
独
り
で
で
き
る
し
、
テ
レ
ビ

も
一
人
ひ
と
り
で
楽
し
む
。
家

族
で
の
共
通
の
話
題
は
極
端
に

少
な
い
が
、
い
つ
も
一
緒
に
い

る
た
め
そ
の
こ
と
を
気
に
し
な

い
。

・
受
験
競
争
で
勉
強
さ
え
し
て

い
れ
ば
よ
い
と
い
う
環
境
で

育
っ
た
た
め
自
己
中
心
的
で
あ

る
。
自
分
の
利
益
の
た
め
に
行

動
す
る
の
が
当
然
だ
と
思
っ
て

い
る
か
ら
、
シ
ニ
ア
世
代
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
「
お
せ
っ

か
い
」
だ
と
感
じ
る
。

・
シ
ニ
ア
世
代
は
ミ
ド
ル
世
代

を
「
上
か
ら
目
線
」
で
子
ど
も

扱
い
し
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と

が
あ
る
。
早
く
シ
ニ
ア
世
代
か

ら
実
権
を
引
き
継
ぎ
、
主
役
に

な
れ
る
よ
う
に
現
役
世
代
を
立

て
て
や
っ
て
ほ
し
い
。

事
例
紹
介
そ
の
一

【
学
び
返
し
の
す
す
め
】

○
芝
喜
久
子
さ
ん
（
府
中
市
生

涯
学
習
審
議
会
会
長
）

企
画
の
意
図

府
中
市
が
進

め
て
い
る
「
学
び
返
し
」
を
知

る
。

・「
学
び
」
の
現
状：

府
中
市
に

は
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
、
生
涯
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
講
座
企
画

運
営
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
情
報

窓
口
も
存
在
し
、
千
二
百
の
社

会
教
育
登
録
団
体
を
支
援
し
、

各
種
社
会
教
育
施
設
で
学
習
機

会
を
提
供
し
て
い
る
。
放
課
後

子
ど
も
教
室
は
市
内
全
小
学
校

で
既
に
実
施
し
て
い
る
。

・
こ
の
よ
う
に
学
び
は
盛
ん
で

あ
る
が
、
更
に
一
層
充
実
し
た

展
開
の
た
め
に
、
現
状
の
抱
え

る
課
題
を
解
決
す
る
方
策
と
し

て
「
学
び
返
し
」
を
提
言
し
た
。

・
こ
れ
は
、
伝
統
的
な
「
手
間

返
し
」
す
な
わ
ち
「
困
っ
た
時

に
近
所
の
力
を
借
り
、
相
手
が

困
っ
た
時
に
は
手
を
貸
す
」、

と
い
う
意
味
の
言
葉
を
基
に

作
っ
た
造
語
で
、「
自
ら
の

持
っ
て
い
る
知
識
や
技
能
を
地

域
や
他
の
世
代
に
還
元
す
る
」

こ
と
を
意
味
す
る
。

・
各
世
代
間
を
繋
い
で
知
を
循

環
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
の

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
育
成
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
第
２
次

府
中
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
に

盛
り
込
ん
だ
。

・
市
民
一
人
ひ
と
り
が
学
ん
だ

こ
と
や
体
験
し
た
こ
と
を
お
互

い
に
伝
え
あ
い
、
生
か
し
あ
う

こ
と
に
よ
っ
て
地
域
が
活
性
化

し
地
域
教
育
力
が
高
ま
る
こ
と

を
願
い
、「
学
び
返
し
」
を
こ
の

ブ
ロ
ッ
ク
共
通
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
広
め
て
い
け
た

ら
と
願
っ
て
い
る
。

事
例
紹
介
そ
の
二

【
シ
ニ
ア
世
代
の
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
】

○
神
原
章
造
さ
ん
（
狛
江
市
谷

戸
橋
地
区
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議

会
代
表
）

企
画
の
意
図

シ
ニ
ア
世
代

を
リ
ー
ド
す
る
圧
倒
的
な
企
画

力
・
行
動
力
の
秘
密
を
聞
く
。

◎
「
元
祖
蕎
麦
打
ち
迷
人
会
」

は
、
ジ
ム
の
サ
ウ
ナ
（
託
爺
所
）

で
の
会
話
か
ら
生
ま
れ
た
。
粗

大
ゴ
ミ
化
し
た
オ
ヤ
ジ
を
ピ
カ

ピ
カ
に
す
る
の
が
使
命
で
あ
る
。

他
の
料
理
も
楽
し
ん
で
い
る
。

・
市
内
数
か
所
に
「
蕎
麦
塾
」

を
立
ち
上
げ
る
た
め
に
指
導
員

を
育
成
中
で
、「
手
打
ち
蕎
麦

の
郷
・
狛
江
」
構
想
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。

◎
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
ス
タ
ッ
フ

と
な
り
、
谷
戸
橋
地
区
セ
ン

タ
ー
で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
発
表
の

場
と
し
て
「
か
わ
せ
み
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
て
い
る
。

平
成

年
夏
か
ら
毎
月
２
回
の

17

開
催
で
、

回
を
数
え
る
。

65

・
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
も
聴
衆
も

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
で
、
プ
ロ
も
登

場
す
る
。
ミ
ド
ル
世
代
の
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
発
表
の
場
を

提
供
す
る
の
が
シ
ニ
ア
の
務
め

と
考
え
る
。
入
場
料
無
料
。

◎
会
の
維
持
と
継
続
の
秘
策

【
会
則
、
３
原
則
】

・
あ
ま
り
使
命
感
を
持
た
ず
、

す
べ
て
遊
び
心
で
行
う
。

・

歳
を
超
え
た
人
に
お
偉
い

60さ
ん
は
要
ら
な
い
。

・
誰
も
が
世
話
役
、
ど
れ
だ
け

皆
の
世
話
が
で
き
る
か
だ
。

研
修
会
の
後
の
懇
親
会
で
は
、

か
わ
せ
み
コ
ン
サ
ー
ト
・
バ
ン

ド
「O

d
d
s
a
n
d
E
n
d
s

」
に

よ
る
カ
ン
ト
リ
ー
ウ
ェ
ス
タ

ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
元
祖
蕎

麦
打
ち
迷
人
会
の
手
打
ち
蕎
麦

を
楽
し
み
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
狛
江
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w
w
w
.c
ity
.k
o
m
­

a
e
.to
k
y
o
.jp
/

）
を
是
非
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

餌

影

営

映

叡叡

叡叡

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

嬰
嬰
嬰
嬰
嬰
嬰

東
京
都
市
町
村
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

狛
江
市
で
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
開
催

テ
ー
マ
（
世
代
を
超
え
て
学
び
あ
う
ま
ち
づ
く
り
）

社
会
教
育
委
員
の
会
議

委
員
長

羽
田
野
英
博

中
学
校
給
食
の
実
施
状
況

中
学
校
給
食
の
喫
食
率（
給
食

を
食
べ
て
い
る
生
徒
の
皆
さ
ん

の
割
合
）
と
異
物
混
入
の
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
学
校
給
食
が
始
ま
っ
て
１

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
多
く
の
生

徒
の
皆
さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

な
お
、
異
物
混
入
に
つ
い
て

は
、
生
徒
や
保
護
者
の
皆
さ
ん

に
ご
心
配
を
か
け
て
お
り
、
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

異
物
混
入
の
件
数
は
減
少
し

て
い
ま
す
が
、今
後
と
も
厳
し
く

調
理
業
者
の
指
導
監
督
に
あ
た

る
と
と
も
に
、教
育
委
員
会
と
し

て
従
業
員
に
意
識
啓
発
の
研
修

を
実
施
す
る
な
ど
、引
き
続
き
混

入
防
止
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
な
ど
を
参
考
に
、
よ
り
よ

い
給
食
を
目
指
し
、
関
係
者
一

同
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
中
学
校
給
食
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
喫
食
率
は
、
当
該
年
度
の
５

月
１
日
現
在
の
生
徒
数
を
基

準
に
算
出
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

学
校
教
育
課
学
事
給

食
係

異物混入状況の推移及び分析（３か月毎）

生徒のみ（％）月年度

86.4410

20

82.8511

80.1012

75.76１

73.77２

71.56３

78.41平均

79.95４

21

76.56５

75.03６

73.49７

70.66９

71.2210

71.1811

71.0912

73.65平均

喫食率（月別）

備 考内 訳計件
数月

木片のうち１件は
漬物に混入

主食（ご飯） ５件
副食（おかず） 12件
汁もの １件
※シチュー、カレーは
汁ものに含む

毛髪 ９件
木片 ２件
虫 ２件
ビニール片 １件
プラスチック片 １件
発泡スチロール片 １件
枯れ葉 １件
紙片 １件

18

６10月

月
～

月

10

12
６11月

６12月

ドレッシング袋は、
中学校給食に使用
したもの

主食（ご飯） ５件
副食（おかず） ８件
汁もの １件
※シチュー、カレーは
汁ものに含む

毛髪 ８件
ビニール片 ３件
ドレッシング袋 ２件
爪楊枝 １件

14

８１月１
月
～
３
月

５２月

１３月

ホッチキス針は、
豚の竜田揚げの衣
に付着

主食（ご飯） ２件
副食（おかず） ３件
汁もの ０件
※シチュー、カレーは
汁ものに含む

毛髪 ２件
虫 ２件
ホッチキス針 １件5

０４月４
月
～
６
月

１５月

４６月

８月は給食なし
水あかは、炊飯ラ
インでの混入疑い

主食（ご飯） ３件
副食（おかず） ３件
汁もの ０件
※シチュー、カレーは
汁ものに含む

毛髪 ４件
繊維 １件
水あか １件6

５７月７
月
～
９
月

０８月

１９月

主食（ご飯） ０件
副食（おかず） １件
汁もの １件
※シチュー、カレーは
汁ものに含む

毛髪 １件
ポリエチレン片 １件

2

０10月
月
～

月

10

12
２11月

012月


